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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんにちは！私の名前はブレット・コルビです。去年の10月から西
　　　　　　　　　　　　　　　　　　条市に住んでいます。残念なことに、有名な西条祭りが終わったすぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　後に西条市に来ました。英会話の教師として働き、神拝や大町の生徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　に教えています。私はシアトル市にあるワシントン大学を卒業しまし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。ワシントン大学では国際研究を専攻し、日本語も一年間勉強しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。しかし、まだまだ勉強が足りません。
　日本のことがもともと大好きです。小さい頃からアニメが好きで、一番好きな監督は宮崎駿です。以前に東
京にいた時は、三鷹にある「三鷹の森ジブリ美術館」に行きました。日本史も徹底的に研究したことがあり、
日本へ来てから歴史的な場所を訪ねるのが私の趣味になりました。最近では、松山城に行き、屋島の血の池に
も行きました。それから、松平家に深く興味を持ち、弘法大師にも興味を持ち始めました。八十八ヵ所の巡礼
にも少しずつ行っていますが、まだ６ヵ所しか行っていません。
　暇な時は読書、ランニング、旅行と音楽を楽しみます。天気がもっとよくなったら石鎚を登山したいと思っ
ています。暑い夏の日は、加茂川で泳いで過ごす気満々です。
　日本には何年か滞在するつもりです。学生ローンを返すために働き、将来大学院生になるためにお金を貯め
ます。世界や日本の国際研究の教授になるのが私の夢です。お寿司、ラーメン、焼肉などの日本料理がとても
好きです。ただ、アメリカでよく食べていたメキシコ料理がとても恋しくて、私が愛媛県で見つけた唯一の店
が松山のロープウェイ駅の横にあります。
　日本にいる間にいろんな所に行きたいです。八十八ヵ所の残りと、屋久島、鎌倉、沖縄、奈良、京都など。
西条ではとても温かく迎えられて、西条市民の限りない親切さにより、すでにコミュニティーの一員として西
条が第二の故郷であるように思っています。これからもよろしくお願いします。＜訳：国際交流員ケイレブ＞

▲ブレット・コルビさん
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